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推薦者
M1 宮園

「間」という文字は「ま」「あいま」「あ
わい」「はざま」とも読める。これら
は日本の古典的芸能にで経験される現
象である。庭園にも見いだされるリズ
ムの哲学は、決して日本固有のもので
はない。その普遍性は都市を対象とし
ても見いだされるであろう。

大らかな建築をつくりたい。
懐の深い都市をつくりたい。
そんな夢を密かに抱いていた
青年は、学生最後の一年を迎
えようとしていた。改めて、
原点を見つめ直そう。都市の
原音に、耳を傾けよう。そし
て学生最後の一年を、立派に
過ごす糧としよう。このよう
な想いから、本号は生まれた。
これからも彼は、都市をデザ
インしていく。彼の生を支え
るものたちへの、ささやかな
恩返しとして。　　（M2 若松）

地元の皆さんとホップの株分け会を
開催！ 9 株がなんと 20 株以上に。一
部の株は地元の方が持ち帰り、手元
で育ててくださることに。ある屋上
から始まったホップ栽培が、不忍界
隈に広がっていきます。（M2 池内）

新年度初回の研究室会議では、新入
生の自己紹介を毎年行っています。
バックグラウンドが多様な 10 名の
彼・彼女たちは、今後どのように都
市デザイン研究室を彩ってくれるの
でしょうか。（M2 渡邉）

ホップ株分け会！ 研究室会議：新入生自己紹介

続きは都市デザイン研究室 HP で！
https://ud.t.u-tokyo.ac.jp/ja/blog/
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述
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長

今年度は新しく 9 名の修士 1 年生と 1 名の研究生が都市デザイン研究室に加わった。多様なバックグランドを持つ新メンバーたちは、どのような大学院生活を思い描いているの
だろうか。今回はそんな彼・彼女たちに、①出身地 ②出身大学 ③好きなまちと『修士二年間の意気込み』を尋ねてみた。

①東京都杉並区
②一橋大学社会学部
③ラパス（ボリビア）

①東京都世田谷区
②東京大学農学部緑地環境学専修
③平泉

①埼玉県草加市
②東京大学工学部建築学科
③草津

①新潟県三条市
②新潟大学工学部工学科
③宇和島市遊子

①東京都世田谷区
②東京大学工学部都市工学科
③渋谷

①東京都品川区
②鹿児島大学工学部建築学科
③鹿児島（天文館、西郷団地）

①東京都板橋区
②横浜国立大学都市科学部
③豊島（てしま）

①東京都板橋区
②東京大学工学部都市工学科
③松山

①東京都世田谷区
②東京大学工学部都市工学科
③中之島（大阪）

① Jaworzno (Poland)
② Cracow University of Technology
③ Trogir(Croatia)

伊藤 純也 唐木田耕大 佐橋 慶祐 高野 楓己 橘 俊輔

永井鷹一郎 長谷川帆奈 平野 真帆 森屋 友佑 Barbara Anna Matelowska

『できるだけ研究室に通う』 『知識・経験・人脈を広げる』 『学生生活ラスト頑張るぞ』 『マルチタスクに強くなる』 『後悔しない二年間にする！』

『充実の院生生活を送りたい』 『頼れる大人になる』 『冷静さの中に大胆さを』 『コツコツ頑張ります』 『I hope I can grow as an 
architect and researcher!』

Junya ITO Kodai KARAKIDA Keisuke SAHASHI Funa TAKANO Shunsuke TACHIBANA

Yoichiro NAGAI Hana HASEGAWA Maho HIRANO Yusuke MORIYA (Basia)
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